








学校検尿及び事後措置の方式の違いによってどのような差が出てくるかを検討した.3 次

検診暫定診断をへて4次検診まで実施すれば,方式や1.2.3次の判定基準の差は,微少血尿,

無症候性血尿,体位性蛋白尿,尿路感染症の発見率の差として現れるが,腎疾患の発見率に

は影響しない.尿所見の乏しい腎不全などの発見には現在の検尿システムには限界がある. 


